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平成 24年（行ウ）第 11 7号 発電所運転停止命令義務付け請求事件

原告 134名

被告国

参加人 関西電力株式会社

証拠説明書（2 0) 

平成 30年 9月 10日
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略語は準備書面の例による。

号証 ネ粟 目 原 作成 立証趣旨

（作成者等） ． 年月日

写

乙第109号証 国立研究開発法人防災科学 写 日30.7. 10 断層面積が，地震の規模に応

技術研究所ウェブサイト 印刷 じて著しく変化すること

（抜粋）

（国立研究開発法人防災科

学技術研究所）

乙第110号証 地震学 写 H27.8.25 地震学の一般的な教科書にお

（長谷川昭ほか） いても対数表示が用いられて

いること

乙第111号証 地震波形を用いた気象庁の 写 H26. 10 震源、インバージョン解析にお

震源過程解析一解析方法と ける震源、断層モデルが，発震

断層すべり分布のスケーリ 機構解，余震分布，プレート

ング則一 境界の位置，現地調査により

（岩切一宏ほか） 得られた地表断層の位置等の

データを参照して設定（仮

定）するものとされているこ

と，及び，震源インパージョ

ン解析で得られたデータを検

証した結果，国外の地震と国

内の地震のスケーリング別に

違いはほとんどみられなかっ

たとされていること
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乙第112号証｜「全国を概観した地震動予｜写IH17.3.23

菰u地区IJ報告書（抜粋）

（推木地震調査委員会）

一7

(b）ノレ｝トは，平成 17年に

発表された推木レシピの初

版から示されている評価手

法であるこ l:


